
第 1 学年 道徳学習指導案 
 
                                日 時 平成20年9月10日（水） 5校時 
                                児童数 第1学年 男3名 女1名 計4名 
                                指導者 沼田 誠司 
１ 主題名 しんせつになった おおかみ （思いやり 親切２－（２）） 
２ 資料名 はしの うえの おおかみ（みんなのどうとく １ねん 学研） 
３ 主題設定の理由 
（１） 児童について 
 小学校に入学して1学期を過ごした子どもたちは、小学校の生活にも慣れ、張り切って生活している様子が見られ

る。子どもたち同士の関わりを見ると、友達の係の仕事を手伝ったり、怪我をして泣いている友達に声をかけてあげ

たりする様子が見られる。また、友達に親切にしてもらうと、「どうも、ありがとう。」と素直に話すことができる子

どもたちであり、親切な行いは、する側もされる側も気持ちのいいものであることを感じている様子である。 
 しかし、時には授業や遊びの場面で自分の都合のいいように行動したり、相手の気持ちを考えられず思いやりのな

い言葉をかけてしまったりすることもある。そこで、本時の学習を通して、相手の立場や気持ちを考え、思いやりの

気持ちをもって行動する意欲をもった児童を育てていきたい。 
（２） 価値について 
 低学年の指導項目２－（２）は、「身近にいる幼い人や高齢者に温かい心で接し、親切にする。」となっている。こ

れは、中学年の「相手のことを思いやり親切にする。」高学年の「だれに対しても思いやりの心をもち、相手の立場に

立って親切にする。」、中学校の「温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対し感謝と思いやりの心をもつ。」に発展し

ていく内容である。 
相手に対する思いやりや親切な心は、よい人間関係を築くために不可欠である。その心情を育てることが、相手に

対して温かく接することや相手の立場に立った励ましや援助など、具体的な親切な行為につながっていくのである。

低学年の段階では、特に身近にいる幼い人や高齢者などに目を向け、だれに対しても温かい心で接し親切にすること

の大切さを指導することが重要になってくる。 
（３） 資料について 
 一本橋の上で次々と渡ってくる自分より弱い動物たちに意地悪をして、おもしろがっていたおおかみが、自分より

体が大きく力も強い熊と出会う。その熊に思いがけずに親切に橋を通してもらったことで自分の行動を反省し、今度

は熊のまねをして他の動物たちに優しくするという内容である。場面ごとに変化するおおかみの気持ちを追いながら、

親切にされたときの気持ちを捉えさせることを通して親切にすることの大切さに気付かせたい。 
（４） 指導上の工夫について 
「気づく」の段階での資料提示にあたっては、資料に興味をもって読むことができるように紙芝居を活用する。  
また、「深める」段階では、場面ごとに変容するおおかみの気持ちを捉えることができるように児童がおおかみの役

を動作化する。板書については、場面ごとにおおかみと他の動物たちの挿絵を提示し、気持ちを書いていくことで絵

本の1ページのように構成する。 
さらに「みつめる」の段階では、資料と関連させて自分が親切な行動をしたことやそのときの気持ちを振り返るこ

とで価値の一般化を図る。 
そして、「まとめる」の段階では、保育園との交流後に園児にインタビューしたビデオを見せる。交流会で自分より

幼い子どもたちに思いやりをもって接した時の心情を振り返り、園児に喜んでもらえたことに気付かせることで道徳

的実践意欲を高めていきたい。 
 
 



４ 本時の道徳的価値を育む指導の構想図 
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○朝や帰りに自分

や友達の親切を

見つけて発表で

きるように働き

かけをする。 

 

○具体的に親切な

行いができた児

童を賞賛する。ま

たそれをみんな

に紹介し、全体に

広げる。 

 

○授業の中での間

違った発言を価

値のあるものと

して扱い、認め合

う雰囲気を作る。

  

○言葉遣いや話し

方について、相手

の立場や気持ち

になると、どのよ

うに話したらよ

いか考えさせる。

 

○家庭や地域での

お手伝いや役割

について考えさ

せ、子どもたちの

活動の様子を紹

介する。 

○生活 

「あたらしい１年生を むかえよう」 

来年入学する1年生のことを考えて、プ

レゼントや飾りを作る。 

○あたたかい こころ 

「きみにあげるよ」 

身近にいる高齢者や幼

い人に温かい心で接

し、相手の立場に立っ

て親切にする喜びを育

てる。 

○進級パーティ 

○進級パーティをし

よう 

環境作り 

・帰りの会で自分や友達のがんばりを紹介する

コーナーを設け、自他の認め合いの場とする。

・友達に親切にできたことを紹介するコーナー

を設け蓄積していく。 

＜道徳教育の重点目標＞ 

○自分で課題を見つけ、考え、判断し、約束やきまりを守って行動できる子どもを育てる。 

○生命を尊重し、自然環境や社会福祉などに目を向け、これらを大切にする子どもを育てる。

○相手のことを思いやり、互いに協力し合って、進んで仕事ができる子どもを育てる。 

家庭との協力 

・懇談会や連絡帳、電話等を活用し

て子どものよさを伝えていく。 

○体育 

「てつぼうあそび」 

友達の演技のいいところを探し発表し

たり、アドバイスをしたりする。 

○国語 

「すきなもの、おしえて」 

友達の好きなものについて尋ねたことを

もとに相手に分かりやすいように話す。 

○図工 

「友達の 作品を 見よう」 

友達の作品のいいところを発表する。 

○みんなで遊ぼう 

○楽しい運動会 

○どうぞ、よろしく

おたのしみかい 

○おたのしみかいを

しよう 

初めての学習発表会

生活 

「保育園と交流会をしよう」 

保育園の お友達が楽しめるような交流

会を計画し、準備や実践を行う。 

学習指導要領の内容

２－（２） 

身近にいる幼い人や

高齢者に温かい心で

接し、親切にする。

＜思いやり・親切＞

○しんせつになった おおかみ 

「はしのうえの おおかみ」 

意地悪やわがままをしないで、 

身近にいる弱い立場の人に親切

にしようとする心情を育てる。 

地域との連携 

・地域の行事や子ども会活動を通し

て、思いやりの心情を育てる。 

低学年の指導の重点 

○ 節度・節制、自立   ○ 誠実・明朗 

○ 思いやり、親切    ○ 生命尊重 

○体育 

「なわとび（長縄）」 

多く跳べるように縄の回し方や跳び方を

考える。 

○六年生を送る会に

向けて 



 本時の指導 

（１） ねらい 親切にすることが、相手にも自分にも気持ちのいいことだと気づき、身近にいる人に自分から親切にしよ

うとする心情を育てる。 

（２） 展開 

段

階 

学習活動と主な発問 

（◎中心発問 ○発問） 
期待する児童の反応 指導上の留意点 

気 

づ 

く 

6
分 

 

１ 友達やまわりの人に親切にした

経験を振り返る。 

○ 今まで、友達やお家の人に親切に

したことを発表しましょう。 

２ 資料「はしのうえのおおかみ」を

読み、感想を発表し、学習の方向

性をする。 

○ おおかみのことをどう思いまし

たか。 

 

・友達の係を手伝ったよ。 

・落ちている消しゴムを拾ったよ。 

・給食の時にみんなの机を運んであげたよ。

・係のお手伝いをしたよ。 

 

 
・はじめは意地悪だと思ったよ。 

・くまさんに会って、優しくなって良かっ

たね。 

・最後にうさぎさんには、優しかったね。

・自分がこれまでに親切にした

ことを振り返ることで価値に

焦点をあてる。 

 
・資料を紙芝居にすることで、

場面の様子をよく捉えられる

ようにする。 

 
・子どもたちの感想からおおか

みの行動に変容があったこと

に気付かせ、その点に触れな

がら、おおかみの気持ちを考

えていくことを確認させる。 

深 

め 

る 

23
分 

 

３ おおかみの気持ちについて話し

合う。 

○ とうせんぼうをしたおおかみは

どんな気持ちだったのでしょう。 

 
○ くまに出会ったとき、おおかみは

どんな気持ちになったのでしょ

う。 

 

 
◎ くまに抱き上げられて、おおかみ

は後ろ姿をどんな気持ちで見て

いたのでしょう。 

 

 
○ うさぎを抱き上げて、おおかみは

どんな気持ちになったでしょう。 

 

 
・俺は強いぞ。もどれ、もどれ。 

・俺が先に行くぞ。 

・いばるのは、楽しいな。 

・くまさんは大きくてこわいなぁ。 

・道をあけないと大変だ。 

・お先にどうぞ。 

 

 
・「どけ。」と言われるかと思ったのにびっ

くりした。 

・ありがとうくまさん。 

・優しくされて嬉しいな。 

・僕も親切にしてみたいな。 

・親切にするのは、気持ちがいいなぁ。 

・もっと親切にしよう。 

 

 
・おおかみの意地悪をして楽し

いという気持ちを十分に考え

させ、共感させる。 

・自分より弱い相手に対して、

おおかみがいばっていること

を捉えさせる。 

・相手によって違う行動をとる

おおかみの姿を捉えさせる。 

・動作化をし、おおかみが親切

にされて嬉しかった気持ちを

感じ取らせる。 

 

 
・自分の考えを確かにさせるた

めに学習プリントにおおかみ

の気持ちを記入させる。 

見 

つ 

め 

る 

8
分 

４ これまでの自分の生活を振り返

る。 

○ おおかみさんのように親切にで

きたときの気持ちを発表しまし

ょう。 

・保育園のこどもたちと遊んだよ。楽しか

ったよと言ってもらえて嬉しかったよ。

・友達の係を手伝ったときに優しい気持ち

になったよ。 

 

・これまでの自分の行いをとそ

のときの気持ちを振り返ら

せ、価値の一般化を図る。 



ま 

と 

め 

る 

8
分 

５ 保育園での活動を振り返り、園児

へのインタビューを見る。 

○ 1学期に保育園にいって、小さい

お友達と遊んだことがありまし

たね。保育園のみんなに遊んだ後

の感想をインタビューしたので

見てみましょう。 

 ・保育園との交流会の様子を見

ながら楽しんでもらってよか

ったなぁという思いをもた

せ、実践への意欲につなげる。

 

 
６ 板書計画  
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７ 資料分析表  

主題名 しんせつになった おおかみ （出典 学研 みんなのどうとく 1ねん） 

ねらい 親切にすることが、相手にも自分にも気持ちのいいことだと気づき、身近かにいる人に自分から親切にしようとす

る心情を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主
人
公
の
心
の
動
き
と
外
的
状
況 

場 
 

面 

児
童
の
反
応 

発 
 
 

問 

おおかみが、動物たち

を追い返す場面 
おおかみが、くまに出

会う場面 
おおかみが、くまに親

切にされる場面 
おおかみがうさぎに

親切にする場面 

一本橋の向こうから

自分より弱い動物が

来る。 

● 楽しさ 
● おもしろさ 
 

はしのまんなかに 
くまが のっそり立

っていた。 

くまがおおかみをだ

きあげ、後ろにそっと

おろしてくれた。 

おおかみがうさぎを抱き

上げ、そっと後ろにおろし

てあげた。 

● 驚き 
● 恐怖 
● 不安 

○ 驚き 

○ 嬉しさ 

○ 気づき「親切をされ

ると気持ちのいいも

のだなぁ。」 

○ 憧れ「自分も親切に

したい。」 

○ 親切にすることの心

地よさ 

○ 気づき「親切をする

と気持ちがいい。」 

○ 意欲「もっと親切に

したい。」 

・ 意地悪は楽しい 

・ ぼくは、強いおお

かみだぞ。先に通

るぞ。 

・ もっと、意地悪を

しよう。 

・大きなくまさんだ。

どうしよう…。 

・くまさんは、強そう

だなぁ。早く道をあ

けないと…。 

・こわいなぁ。何て言

われるのだろう。 

・ とても優しいな。 

・ ありがとう、くまさ

ん。 

・ 親切にされると気持

ちがいいものだな。 

・ 僕も親切にしてあげ

たいな。 

・ 親切にしてあげる

と、気持ちがいいん

だなぁ。 

・ また、誰かに親切に

してあげたいな。 

○おおかみは、どんな

気持ちでとおせんぼ

うをしたのでしょう。 

○くまに出会ったと

き、おおかみは、どん

な身持ちになったの

でしょう。 

◎くまにだきあげられ

て、後ろ姿を見ている

おおかみはどんなこと

を考えたでしょう。 

○うさぎをだきあげ

て、おおかみは、どん

な気持ちになったでし

ょう。 

 


